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1. はじめに
これまで不可能だと考えられていたPETの生分

解を複数の生物が行えることが明らかになってい
る。その中でも、ideonella sakaiensisという細菌は
PETの生分解が可能で注目されている。1),

2. 目的
細菌の代謝経路に関わる複数の物質のうち

TPA、MHET、BHETの濃度や酵素反応の速度に
差があるかどうかを調べる。

3. 方法
PETase液、菌体破砕液、菌体混濁液の三種類の
サンプルを作り緩衝剤を加えた後PETフィルムを
沈め二十四時間反応させた。
その後各サンプルの上清を逆相クロマトグラフィー
にかけMHET、TPA、BHETの濃度を調べた。また
PETフィルムの表面を光学顕微鏡で観察した。

4. 結果
　①PETase液ではTPA、MHET、BHETの三種類
が見られたが菌体混濁液、菌体破砕液ではTPA
のみ検出された。
②菌体混濁液と菌体破砕液でTPAの濃度に差が
見られた。

5. 考察
　1)PETase液で見られたMHETが他のサンプルで

は観察されなかったことから
（MHETの分解速度）＞（MHETの生成速度）であ
ると考えられる。

2 )菌体混濁液と菌体破砕液ではTPAの濃度に
差が見られた原因として、
・超音波破砕による外膜状の構造の破壊
による酵素反応の効率の低下

・超音破砕によるMHETaseやTPA分解酵素の上
清中への拡散
などが考えられる。

6. まとめ
MHETの分解速度がMHETの生成速度より速い
ことから、Ideonella　sakaiensisの代謝経路に関わ
る各物質の反応速度には差がある言える。
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